
L

が
、
第
八
十
二
回
の
日
本
屋

て
簡
単
に
述
べ
て
染
た
い
。

な
お
日
本
の
明
治
期
に
お
け
る
帝
王
切
開
術
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
第
八
十
一
回
の
日
本
医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
。

明
治
期
を
研
究
の
対
象
と
し
た
目
的
は
、
明
治
期
に
お
け
る
医
学
、
医
療
技
術
が
各
地
方
に
伝
播
し
て
い
っ
た
時
間
的
経
過
を
検
索
す
る
の

が
目
的
で
あ
り
、
こ
の
具
体
例
と
し
て
帝
切
に
着
目
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
明
治
期
に
発
行
さ
れ
た
医
学
雑
誌
に
掲
載
発
表
さ
れ
た
症
例

を
集
録
し
た
。
も
ち
ろ
ん
医
学
雑
誌
に
投
稿
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
症
例
も
存
在
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
症
例
は
文
献
上
検

索
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
従
っ
て
研
究
の
対
象
に
は
仲
を
な
り
え
な
い
こ
と
は
御
理
解
戴
け
る
こ
と
と
思
う
。
さ
ら
に
雑
誌
に
報

告
さ
れ
た
帝
切
が
極
め
て
稀
な
特
殊
例
の
み
で
あ
っ
た
可
能
性
も
全
く
否
定
で
き
な
い
が
、
当
時
の
症
例
を
注
意
深
く
吟
味
し
て
見
て
も
、
右

に
述
べ
た
様
な
傾
向
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

逆
に
特
殊
な
例
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
帝
切
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
論
文
と
し
て
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
逆
に
論
文
の
す
べ
て
が

特
殊
な
例
ば
か
り
で
な
い
こ
と
は
、
後
述
す
る
藤
野
の
第
一
の
症
例
が
株
儒
に
対
す
る
特
殊
例
で
あ
っ
た
が
、
第
二
の
症
例
は
軟
産
道
狭
窄
と

１
は
じ
め
に

（
母
’
一
）

著
者
は
昭
和
四
十
八
年
に
「
北
海
道
の
医
史
」
を
刊
行
し
て
以
来
、
引
き
続
き
北
海
道
に
お
け
る
医
学
史
に
つ
い
て
研
究
を
続
け
て
き
た

、
第
八
十
二
回
の
日
本
医
史
学
会
が
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
機
会
に
北
海
道
に
お
け
る
帝
王
切
開
術
（
以
下
単
に
帝
切
と
略
す
）
の
歴
史
に
つ
い

北
海
道
に
お
け
る
明
治
期
の
帝
王
切
開
術
の
歴
史

卵
稚
垂
樫
檸
識
壗
壁
一
再
部
罎
澤
一
癖
昭
和
五
十
六
年
八
月
二
十
七
日
受
付

松
木
明

知
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、

産
婦
肛
門
か
ら
三
セ
ン
チ
か
ら
五
セ
ン
チ
に
か
け
て
直
腸
の
破
裂
を
起
こ
し
た
。

術
後
の
母
の
経
過
は
発
熱
も
な
く
順
調
に
経
過
し
て
い
た
が
、
約
二
週
間
後
の
八
月
十
二
日
頃
よ
り
悪
感
、
発
熱
、
頭
痛
、
下
痢
を
呈
し
、

腹
部
も
膨
満
し
て
来
、
腸
チ
フ
ス
の
診
断
が
下
さ
れ
た
。
種
々
治
療
し
た
が
、
遂
に
二
十
七
日
鬼
籍
に
就
い
た
。
分
娩
二
週
間
後
の
発
熱
な
ど

か
ら
後
期
産
褥
熱
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
当
時
腸
チ
フ
ス
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
、
臨
床
症
状
な
ど
か
ら
腸
チ
フ
ス
と
診
断
さ
れ
た
も
の
で
あ

２
伊
藤
隼
三
に
よ
る
帝
王
切
開
術
の
予
定

（
２
）

明
治
二
十
八
年
札
幌
病
院
長
の
伊
藤
隼
三
と
元
札
幌
病
院
の
医
師
で
あ
っ
た
木
内
三
丑
は
、
前
回
の
分
娩
に
よ
っ
て
生
じ
た
軟
産
道
狭
窄
の

産
婦
に
対
し
て
、
全
身
麻
酔
下
の
帝
切
術
を
準
備
し
な
が
ら
も
、
経
膣
分
娩
に
努
力
し
、
遂
に
こ
れ
に
成
功
し
た
症
例
を
報
告
し
た
。

患
者
Ｎ
・
Ｕ
・
は
三
十
三
歳
の
経
産
婦
で
、
十
七
歳
、
二
十
歳
、
二
十
三
歳
、
二
十
五
歳
、
二
十
八
歳
、
三
十
一
歳
の
六
回
妊
娠
し
、
二
十

三
歳
の
時
は
六
ヶ
月
で
流
産
、
二
十
五
歳
、
二
十
八
歳
の
時
は
児
は
生
後
間
も
な
く
死
亡
し
た
。
前
回
三
十
一
歳
の
分
娩
に
は
遷
延
し
て
四
日

間
に
わ
た
っ
た
が
、
遂
に
死
胎
を
分
娩
し
た
。
こ
の
時
外
陰
部
に
創
傷
を
被
り
、
今
回
の
狭
窄
の
原
因
と
な
っ
た
。

初
診
は
明
治
二
十
七
年
七
月
二
十
六
日
で
、
外
診
上
妊
娠
所
見
以
外
の
顕
著
な
る
異
常
所
見
は
な
か
っ
た
が
、
内
診
す
る
に
癌
痛
甚
し
く
不

可
能
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
七
日
に
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
下
に
内
診
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
膣
口
よ
り
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
非
常
な
狭
窄

が
生
じ
、
同
部
で
一
指
挿
入
可
能
な
瘻
孔
が
膀
胱
に
通
じ
て
い
た
。

二
十
七
日
午
後
に
発
作
性
の
疹
痛
が
出
現
し
た
が
、
モ
ル
ヒ
ネ
で
少
し
緩
解
し
た
。

二
十
八
日
、
手
術
的
分
娩
つ
ま
り
帝
切
の
準
備
を
し
な
が
ら
も
、
狭
窄
部
の
切
開
を
午
後
一
時
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
下
に
行
っ
て
、
卵
膜

を
用
手
的
に
破
り
、
胎
児
を
引
き
出
し
た
。
児
は
仮
死
に
陥
っ
て
い
た
が
蘇
生
術
に
よ
っ
て
漸
く
回
復
し
た
が
、
左
大
腿
骨
骨
折
を
起
こ
し
て

い
た
。

い
う
極
め
て
あ
り
ふ
れ
た
症
例
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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四
月
三
十
日
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
下
に
内
外
診
し
て
見
る
と
、
腫
瘤
は
子
宮
自
体
で
あ
り
、
羊
水
過
多
症
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ

の
診
断
で
は
手
術
が
行
う
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
っ
た
が
、
胎
児
を
穿
刺
し
た
可
能
性
も
あ
り
開
腹
す
る
こ
と
に
し
た
。
子
宮
を
露
出
し
た
と

こ
ろ
、
二
個
の
穿
刺
孔
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
。

右
側
の
穿
刺
孔
か
ら
套
管
針
を
刺
入
し
た
と
こ
ろ
暗
褐
色
を
し
た
約
五
、
○
○
○
グ
ラ
ム
の
羊
水
が
排
出
さ
れ
た
。
穿
孔
部
を
基
準
に
切
開

す
る
と
胎
盤
一
個
と
五
五
○
グ
ラ
ム
と
三
九
○
グ
ラ
ム
の
変
性
し
た
双
胎
（
共
に
女
性
）
が
娩
出
さ
れ
た
。

３
関
場
不
二
彦
に
よ
る
帝
切

（
３
）

明
治
三
十
七
年
四
月
三
十
日
、
関
場
不
二
彦
が
帝
切
を
施
行
し
た
。

患
者
は
三
十
四
歳
の
経
産
婦
で
、
同
年
三
月
腹
部
膨
満
、
呼
吸
困
難
の
症
状
を
訴
え
た
。
某
村
医
の
診
察
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
診
断
は
不
明

で
あ
っ
た
が
右
腰
下
の
穿
刺
に
よ
っ
て
二
、
○
○
○
グ
ラ
ム
許
り
の
酒
様
色
の
液
体
の
排
出
を
見
た
。
翌
日
同
様
に
左
側
階
下
の
穿
刺
を
行
っ

た
が
、
何
ら
液
体
の
排
出
は
な
く
、
症
状
が
何
ら
改
善
す
る
と
こ
ろ
か
、
却
っ
て
腹
痛
、
便
泌
、
呼
吸
促
進
、
腹
部
膨
満
は
著
明
に
な
っ
て
き

た
。
こ
の
た
め
四
月
二
○
日
、
関
場
の
診
察
を
受
け
た
。

関
場
の
診
断
で
は
、
六
ヶ
月
相
当
の
妊
娠
に
卵
巣
の
う
腱
を
合
併
し
た
も
の
で
、
の
う
踵
の
た
め
早
産
ま
た
は
難
産
の
可
能
性
を
指
摘
し

え
、
帝
切
の
比
較
的
適
応
と
考
え
た
。

四
月
三
十
日
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
諦

た
○

伊
藤
ら
は
、
こ
の
症
例
に
対
し
て
帝
切
は
行
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
い
つ
で
も
そ
れ
が
で
き
る
体
制
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
の
点

に
お
い
て
本
症
例
は
甚
だ
貴
重
で
あ
る
。

っ
た
。し

か
し
前
医
の
第
二
回
目
の
穿
刺
で
全
く
溶
液
が
吸
引
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
推
察
し
て
、
こ
れ
は
胎
児
を
刺
傷
し
た
に
違
い
な
い
と
考
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４
榎
本
芳
二
に
よ
る
帝
切

（
ん
宙
）

北
海
道
増
毛
町
の
榎
本
芳
二
は
明
治
三
十
八
年
に
、
二
十
七
歳
の
初
産
婦
に
対
し
て
膣
式
帝
切
を
施
行
し
た
。
患
者
は
二
十
七
歳
の
初
産
婦

で
同
年
十
月
九
日
二
、
五
○
○
グ
ラ
ム
の
男
子
を
分
娩
し
た
が
、
産
婆
の
粗
暴
な
処
置
に
よ
り
腰
帯
が
断
裂
し
た
た
め
胎
盤
が
娩
出
さ
れ
ず
、

遂
に
七
日
目
に
榎
本
の
診
察
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

内
診
に
よ
り
子
宮
頸
管
は
石
の
如
く
硬
く
、
到
延
用
手
的
胎
盤
剥
離
術
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
十
月
十
六
日
午
後
一
時
、
ク
ロ
ロ

フ
ォ
ル
ム
麻
酔
下
に
経
膣
的
子
宮
前
壁
切
開
を
施
行
し
、
胎
盤
を
摘
除
し
た
。
子
宮
壁
の
縫
合
に
は
カ
ッ
ト
グ
ー
ト
を
用
い
、
午
後
二
時
二
十

五
分
手
術
を
終
了
し
た
。
術
中
生
食
一
、
○
○
○
皿
を
投
与
し
た
。
手
術
時
間
は
五
十
五
分
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
の
使
用
量
は
六
○

グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
し
か
し
子
宮
内
に
胎
盤
が
存
在
す
る
こ
と
が
長
期
に
及
ん
だ
た
め
と
、
そ
れ
ま
で
の
種
々
の
操
作
の
た
め
感
染
を
併
発

し
、
高
熱
と
精
神
障
害
の
た
め
術
後
八
日
目
の
十
月
二
十
四
日
死
亡
し
た
。

（
５
）
（
６
）

榎
本
芳
二
は
広
島
県
の
出
身
で
、
明
治
三
十
五
年
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
産
婦
人
科
学
を
浜
田
玄
達
に
学
ん
だ
。
同
期
で
産
婦
人
科
学

を
学
ん
だ
人
に
は
佐
賀
出
身
の
大
塚
俊
之
、
熊
本
出
身
の
緒
方
十
右
衛
門
、
長
野
出
身
の
田
中
清
、
福
岡
出
身
の
藤
井
虎
彦
が
い
る
。
北
海
道

に
渡
っ
た
時
期
は
分
明
で
な
い
が
、
明
治
四
十
四
年
七
月
か
ら
昭
和
二
年
ま
で
は
、
増
毛
町
の
医
師
会
長
を
勤
め
、
こ
の
間
大
正
九
年
十
月
二

前
医
に
よ
る
穿
刺
は
二
回
共
胎
盤
を
刺
透
し
、
と
く
に
第
二
回
の
穿
刺
は
小
さ
い
方
の
胎
児
の
智
部
に
刺
入
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
こ
れ
が

第
二
回
目
の
穿
刺
で
羊
水
が
排
出
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
っ
た
。

結
果
的
に
は
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
下
の
触
診
で
関
場
は
羊
水
過
多
は
診
断
で
き
た
が
、
双
胎
に
つ
い
て
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

つ
券
卜
○

手
術
後
第
一
日
日
に
叩
虫
を
嘔
吐
し
、
第
九
日
目
に
も
蛆
虫
が
下
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
比
較
的
順
調
に
経
過
し
た
。

右
の
例
が
現
在
の
と
こ
ろ
、
文
献
上
知
ら
れ
る
北
海
道
で
最
初
の
帝
切
例
で
あ
ろ
う
。
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（
７
）

十
九
日
は
北
海
道
医
師
会
の
留
萠
増
毛
地
区
の
代
議
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
九
年
に
は
初
代
の
町
立
留
萠
病
院
長
に
就
任
し
て
い
る
と

も
言
う
。

（
８
）
（
９
）

残
年
な
ど
の
詳
細
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
明
治
三
十
九
年
に
は
他
に
「
子
宮
膜
掻
爬
術
二
就
テ
」
、
「
予
ヵ
創
製
セ
ル
子
宮
内
子
宮

外
冷
温
器
二
就
テ
」
の
二
篇
の
論
文
を
記
し
、
前
者
は
内
膜
掻
爬
術
の
文
献
的
考
察
と
掻
爬
術
後
の
、
フ
ー
ズ
マ
ン
氏
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
子
宮

腔
内
消
毒
の
不
要
性
を
述
べ
、
後
者
は
、
子
宮
内
膜
の
炎
症
に
よ
る
腰
痛
な
ど
に
対
す
る
治
療
法
と
し
て
本
器
を
開
発
し
、
市
川
思
誠
堂
機
械

店
が
製
作
し
た
が
、
評
判
は
余
り
良
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
榎
本
の
名
前
は
医
学
雑
誌
に
見
ら
れ
な
い
が
、
大
正
に
入
っ
て
か
ら
二
篇
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
「
余
ガ
経
験
セ
ル
定
型
的
帝
王
切
開
術
ノ
ー
例
二
就
テ
」
と
題
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
三
年
六
月
十
一
日
、
狭
骨
盤
と
斜
径

骨
盤
の
診
断
で
、
身
長
四
尺
二
寸
五
分
の
二
十
八
歳
の
女
性
に
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
下
に
定
型
的
帝
切
を
施
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
も
の
で

（
、
）

あ
る
。
手
術
時
間
は
四
十
五
分
で
母
児
共
に
健
康
で
あ
っ
た
。
第
二
の
論
文
は
大
正
四
年
に
発
表
さ
れ
、
子
宮
外
妊
娠
の
五
例
に
つ
い
て
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。
石
原
力
博
士
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
榎
本
は
ま
た
産
婦
人
科
用
聴
診
器
を
発
明
し
た
と
い
う
。
な
お
札
幌
で
の
第
八
十
二
回

の
日
本
医
史
学
会
で
の
席
上
、
石
原
力
博
士
か
ら
、
本
症
例
を
帝
切
と
す
る
の
は
少
し
問
題
が
あ
る
と
の
御
発
言
を
戴
い
た
が
、
榎
本
博
士
の

原
著
に
一
応
「
帝
王
切
開
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
採
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
胎
児
を
体
外
に
取
り
出
す
こ
と
の
み
を

帝
切
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
症
例
は
除
外
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
原
著
者
榎
本
の
論
文
に
「
膣
式
帝
王
切
開
術
」
の
語
が
包
含
さ

れ
る
こ
と
、
お
よ
び
諸
般
の
事
情
か
ら
考
察
し
て
、
榎
本
が
帝
切
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
本
稿
に
採
録
し
た
も
の
で

圭
毎
》
プ
（
》
○

５
藤
野
正
太
郎
に
よ
る
帝
切
術

（
⑫
）

榎
本
よ
り
約
一
年
半
遅
れ
て
、
明
治
四
十
年
三
月
に
函
館
の
藤
野
正
太
郎
が
帝
切
を
施
行
し
た
。
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藤
野
は
、
本
症
例
が
彼
の
病
院
で
の
第
三
番
目
の
帝
切
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
も
う
一
例
の
帝
切
の
期
日
は
分
明
で
な
い
。

前
年
明
治
四
十
年
三
月
七
日
以
前
に
施
行
し
た
と
す
れ
ば
、
前
述
し
た
四
十
年
三
月
七
日
の
帝
切
の
論
文
で
、
言
及
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ

る
が
、
何
ら
関
連
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
明
治
四
十
年
三
月
七
日
か
ら
翌
四
十
一
年
三
月
二
日
ま
で
の
約
一
年
の
間
に
行
わ
れ
た
可
能
性
も

あ
る
が
、
丁
度
明
治
四
十
年
八
月
二
十
五
日
の
函
館
東
川
町
か
ら
出
火
し
た
大
火
で
藤
野
の
病
院
も
類
焼
し
て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
大
手
術

の
帝
切
を
、
類
焼
後
容
易
に
行
い
得
た
か
疑
問
で
あ
る
。

藤
野
は
函
館
初
の
産
婦
人
科
専
門
医
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
明
治
二
十
五
。
六
年
頃
に
帝
切
を
行
っ
た
と
い
う
伝
聞
が
あ
る
。
し
か
し
明
治
二

十
五
・
六
年
と
言
え
ば
、
後
述
す
る
如
く
、
藤
野
は
ド
イ
ツ
留
学
中
で
あ
り
、
右
の
伝
聞
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と

は
藤
野
の
帝
切
が
早
く
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
た
証
左
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

藤
野
正
太
郎
は
函
館
病
院
や
江
差
病
院
に
勤
務
し
、
後
に
函
館
市
元
町
十
一
番
地
で
開
業
し
た
医
師
藤
野
玄
洋
の
養
子
で
あ
る
。

も
順
調
で
、
四
週
で
全
治
退
院
し
た
。

第
三
十
二
病
日
に
全
治
退
院
し
た
。

（
過
）

翌
四
十
一
年
に
も
藤
野
は
帝
切
を
施
行
し
た
。
患
者
は
三
十
七
歳
の
主
婦
で
経
産
婦
で
あ
っ
た
。
六
年
前
の
分
娩
に
よ
っ
て
膀
胱
睦
瘻
が
生

じ
、
そ
の
た
め
膣
閉
鎖
術
手
術
を
受
け
た
が
、
偶
点
妊
娠
し
今
回
の
分
娩
も
こ
の
た
め
経
膣
分
娩
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

三
月
三
日
、
藤
野
は
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
下
に
ポ
ロ
ー
の
手
術
を
施
行
し
た
が
、
児
の
性
別
は
不
明
で
あ
る
が
母
児
共
に
手
術
後
の
経
過

患
者
は
二
十
六
歳
の
女
相
撲
で
、
丁
度
興
業
の
た
め
函
館
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
。
身
長
は
百
十
六
セ
ン
チ
メ
ト
ー
ル
で
体
重
は
七
貫
九
九
○

匁
で
あ
っ
た
。
二
十
二
歳
の
時
妊
娠
八
ヶ
月
で
死
胎
を
手
術
に
よ
っ
て
分
娩
し
、
二
十
六
歳
の
時
に
は
妊
娠
九
ケ
月
で
穿
願
術
を
水
戸
で
受
け

て
い
た
・

明
治
四
十
年
、
興
業
上
の
理
由
か
ら
妊
娠
の
終
了
を
希
望
し
、
同
年
三
月
七
日
、
妊
娠
十
月
で
腹
式
帝
切
を
施
行
し
た
。

藤
野
は
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
下
に
手
術
を
行
っ
た
が
、
行
わ
れ
た
の
は
ポ
ロ
ー
の
手
術
で
あ
り
、
胎
児
（
女
児
）
は
死
亡
し
た
。
患
者
は
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あ
っ
た
と
い
う
。

影
響
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

に
就
い
て
産
婦
人
科
学
を
学
ん
だ
。

明
治
二
十
七
年
帰
国
に
て
、
玄
秤

の
論
文
を
発
表
し
た
。

明
治
二
十
二
年
大
学
予
備
門
を
出
た
の
ち
、
ド
イ
ツ
の
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
大
学
の
医
学
部
に
留
学
し
、
同
大
学
で
は
ホ
ー
フ
マ
イ
ャ
ー
教
授

（
砥
）
（
蝿
）

以
上
の
帝
切
の
論
文
の
他
に
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
藤
野
は
明
治
四
十
一
年
に
、
丹
毒
性
産
褥
熱
と
巨
大
な
子
宮
ポ
リ
ー
プ
に
関
す
る
二
篇

明
治
二
十
一
年
六
月
、
自
分
の
病
院
内
に
看
護
婦
講
習
所
を
設
け
て
看
護
婦
の
教
育
に
意
を
用
、
い
た
が
、
こ
れ
は
彼
の
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の

明
治
三
十
八
年
か
ら
明
治
四
十
年
頃
に
か
け
て
函
館
市
医
師
会
長
に
就
任
し
て
い
る
が
、
写
真
は
医
師
会
長
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

（
皿
）

玄
洋
の
病
院
で
産
婦
人
科
を
標
傍
し
た
が
、
阿
部
竜
夫
博
士
に
よ
れ
ば
、
函
館
で
最
初
の
産
婦
人
科
専
門
医
で
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夕

札
幌
で
は
明
治
二
十
六
年
に
は
既
に
帝
切
が
行
え
る
体
制
に
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
七
年
四
月
三
十
日
、
札
幌
の
関
場
不
二
彦
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
の
が
北
海
道
に
お
け
る
帝
切
術
の
噴
矢
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
十
年
末
か
ら
四
十
年
の
初
め
に
か
け
て
、
増
毛
、
函
館
で
帝
切
が
行
わ
れ

た
が
、
そ
の
普
及
は
全
国
並
み
で
あ
っ
た
。

な
お
本
稿
の
要
旨
は
第
八
十
一
面
日
本
医
史
学
会
総
会
（
札
幌
）
で
発
表
し
た
。

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
種
々
文
献
の
御
教
示
を
戴
い
た
札
幌
の
宮
下
舜
一
博
士
、
ま
た
有
益
な
御
助
言
を
賑
っ
た
虎
ノ
門
病
院
の
石

原
力
博
士
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
。
さ
ら
に
藤
野
正
太
郎
の
貴
重
な
御
写
真
を
貸
与
し
て
下
さ
っ
た
名
古
屋
市
千
種
区
猪
高
町
の
藤
野
は
ま
子

氏
に
も
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

ら
れ
る
。

文
献
的
に
は
、
明
治
期
の
北
海
道
に
お
い
て
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
は
四
例
、
広
義
に
解
釈
す
れ
ば
五
例
の
帝
切
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知

（
４
）
榎
本
芳
二
、
前
腔
式
子
宮
切
開
術
ノ
膣
式
帝
王
切
開
術
｝
一
就
テ
（
八
日
間
胎
盤
残
留
稀
有
ノ
ー
例
）
、
中
外
医
事
新
報
、
六
一
九
号
、
明
治
三
十
九

年
一
月
五
日

（
３
）
関
場
不
二
彦
、
陸
胎
二
於
ケ
ル
急
性
羊
膜
水
腫
ノ
追
加
一
例
（
腹
壁
子
宮
切
開
術
、
治
癒
）
北
海
道
医
報
第
四
巻
三
号
、
十
三
頁
明
治
三
十
七
年

、
ノ

（
寸
Ｌ
）

へ
甸
竺
）

〆
、

十
月

参
考
文
献

松
木
明
知
、

伊
藤
隼
三
、

日

お
わ
り
に北

海
道
の
歴
史
、
津
軽
書
房
、
昭
和
四
十
八
年

木
内
三
丑
、
膀
胱
膣
瘻
ヲ
併
発
セ
ル
後
天
性
環
状
膣
狭
窄
ノ
分
娩
障
害
、
北
海
道
医
学
講
談
会
雑
誌
六
十
号
、
明
治
二
十
八
年
一
月
九
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少
巨
い
８
吋
ぐ
ｇ
ｏ
①
吻
豐
①
画
目
函
①
９
５
国
旦
巨
局
旨
函
昏
⑦
夛
房
管

、

○

○
口
シ
で
畠
ざ
。
届
Ｅ
〕
号
①
津
駕
８
箇
吋
８
口
．
器
２
５
国

農
当
①
胃
’
○
巨
乏
○
日
四
国
．
シ
国
営
の
○
国
①
２
９
画
函
旨
○
麗
唾
島
四

、

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
畑
）

（
ｕ
）

（
岨
）

（
過
）

（
皿
）

（
巧
）

（
媚
）

緒
方
正
清
、
日
本
産
科
学
史
、
科
学
書
院
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
。
明
治
大
正
五
十
年
間
産
科
専
門
家
医
譜
、
第
四
十
五
頁

北
海
道
医
師
会
編
、
北
海
道
医
師
会
史
、
一
九
七
九
年
、
八
六
一
頁

北
海
道
留
萌
市
立
病
院
の
調
査
に
よ
る
。

榎
本
芳
二
、
余
ガ
経
験
セ
ル
定
型
的
帝
王
切
開
術
ノ
ー
例
一
一
就
テ
、
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
第
十
巻
、
第
一
号
、
六
十
七
頁
、
大
正
四
年

榎
本
芳
二
、
予
ガ
手
術
セ
ル
子
宮
外
妊
娠
五
例
一
一
就
テ
、
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
第
十
巻
、
第
一
号
、
七
十
五
頁
、
大
正
四
年

榎
本
芳
二
、
予
ガ
経
験
セ
ル
定
型
的
帝
王
裁
開
術
ノ
ー
例
二
就
テ
。
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
第
十
巻
、
第
一
号
、
七
十
七
頁
、
大
正
四
年

榎
本
芳
二
、
予
ガ
手
術
セ
ル
子
宮
外
妊
娠
五
例
一
一
就
テ
、
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
、
第
十
巻
、
第
一
号
、
七
十
五
頁
、
大
正
四
年

藤
野
正
太
郎
、
ポ
ル
ロ
ー
氏
帝
王
切
開
術
ノ
ー
例
。
中
外
医
事
新
報
、
六
五
二
号
、
六
八
四
頁
、
明
治
四
十
年

藤
野
正
太
郎
、
ポ
ル
ロ
ー
氏
帝
王
切
開
術
ノ
最
近
ノ
実
験
、
中
外
医
事
新
報
、
六
七
九
号
、
八
八
八
頁
、
明
治
四
十
一
年

阿
部
竜
夫
、
函
館
市
医
師
会
史
、
函
館
市
医
師
会
、
昭
和
三
十
一
年

藤
野
正
太
郎
、
丹
毒
性
産
褥
熱
ノ
実
験
、
中
外
医
事
新
報
、
六
八
○
号
、
九
六
二
頁
、
明
治
四
十
一
年

藤
野
正
太
郎
、
子
宮
粘
膜
下
二
発
生
セ
ル
巨
大
ナ
ル
息
肉
腫
ノ
自
然
膣
外
二
脱
出
シ
テ
子
宮
翻
転
症
ヲ
兼
ネ
タ
ル
一
例
、
中
外
医
事
新
報
、
六
八
二

号
、
一
○
九
八
頁
、
明
治
四
十
一
年

の
③
の
画
禺
の
閏
］
の
①
ｇ
さ
ロ
ユ
ロ
ロ
旨
四
号
の
夛
帝
昏
弔
①
風
○
Ｑ
宮
田
○
穴
丙
四
三
○

ヶ
民

シ
底
８
貝
５
戸
角
シ
弓
、
ご
尻
目

己
の
【
〃
〕
○
・
〕
口
串
閂
○
戸
穴
脚
』
。
○
房
寄
①
円
①
ず
国
①
画
望
ｑ
①
ｍ
○
国
す
の
・
・

乏
閉
月
貝
己
２
．
国
戸
の
国
す
ぐ
己
同
‐
国
、
①
底
一
〕
口
島
、
四
℃
で
Ｏ
３
Ｏ
昌
四

、
樗
秒
目
骨
○
ぐ
四
国
騨
口
骨
○
く
い
言
司
凹
堅
す
①
①
旨
寓
目
ｍ
口
①
び
く
四
℃
門
⑦
ぐ
〕
○
口
吻
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弓
｛
］
①
○
℃
⑦
尾
四
宮
○
昌
門
印
ぐ
①
囚
庁
Ｑ
《
夛
巨
昌
切
］
国
（
ず
①
巨
房
尾
屋
“
色
目
」
ず
○
〔
彦
○
『
二
］
①
目
］
夛
之
①
儲
⑦
Ｑ
⑦
画
旦
旦
巨
①
（
○
貝
園
尽
国
凹
弄
目
国
許
く
．

●

Ｇ

①

●

国
］
①
旨
①
騨
首
①
胃
〕
ロ
局
．
国
．
国
冒
○
日
○
８
○
局
冨
農
宮
弄
⑦
℃
９
３
国
目
８
回
ぐ
侭
旨
昌
○
胃
国
ロ
○
口
○
自
画
目
‐
国
⑦
胃
‐
○
画
諒
冒
匙
①

●

、
巨
距
ｑ
旨
い
坤
○
日
日
弓
四
‐
巨
庁
①
冒
口
①
で
」
四
。
①
ご
国
、
①
く
⑦
冒
ユ
画
湧
凹
津
ｑ
Ｑ
⑦
］
］
ぐ
①
昼
．
弓
医
①
で
阜
四
。
①
ロ
国
乏
目
門
①
日
○
く
①
ｑ
ず
く
四
口
目
９
ｍ
‐

Ｆ

●
Ｆ

、

？

５
己
９
号
①
冨
蔚
門
こ
め
（
国
易
く
四
ｍ
旨
四
』
写
．
弓
冨
吻
』
“
目
ｇ
囚
。
①
箇
局
①
秒
口
吻
の
ｏ
ｐ
Ｏ
ｐ
昌
号
①
、
旨
ｇ
碗
①
易
①
昌
号
①
乏
○
ａ
．

●

①

己
屋
凰
画
ｍ
ご
く
○
望
８
夙
旨
ら
Ｓ
画
旨
Ｑ
届
易
》
ロ
烏
．
の
．
国
邑
旨
○
島
国
四
戸
○
口
具
①
）
言
冨
○
芝
農
夢
①
津
駕
、
で
⑦
９
画
屏
庁
］
昌
昏
尉

胃
８
〉
胃
局
守
貝
画
８
画
８
ｓ
』
ｇ
烏
言
①
①
の
農
①
西
島
の
①
切
目
８
旨
．
い
①
。
言
○
目
．
国
⑦
吋
名
○
員
ａ
ワ
ミ
○
呂
ｏ
ｎ
①
鵲
昏
』
８
唾
①
、
９
℃
○
貝
○
凹
め

●

○
℃
①
房
“
画
言
○
国
員
］
斤
奇
①
寓
昌
の
Ｑ
』
○
四
』
〕
○
巨
再
冒
画
」
い
ぼ
○
三
ミ
①
ぐ
①
猿
弄
ぽ
①
ｑ
①
《
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